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李
太
白
詩

杜
工
部
詩
集
の
玉
凡
山
人

許
自
昌
校
本
に
つ
い
て

盛
唐
を
代
表
す
る
李
臼
と
杜
甫
の
二
大
詩
人
の
全
集
は
、
宋
代
以
降
多

数
刊
行
さ
れ
て
き
た
。

今
に
伝
存
す
る
版
本
に
限
っ
て
も
、
李
自
に
は
宋
版
に
『
李
太
白
文

集
』
三

O
巻
(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
一
一
一
冊
)
、
『
李
翰
林
集
』
(
南
京
図
書
館
蔵

一
寸
一
胴
巻
〉
、
元
版
に
『
唐
翰
林
李
太
白
詩
集
』
二
六
巻
(
成
賛
堂
文
庫
旧
蔵

お
茶
の
水
図
書
館
現
蔵
時
一
町
グ
と
『
分
類
補
註
李
太
白
詩
』
二
五
巻
(
一

二
行
二

O
字
本
)
(
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
三
一
冊
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
二
高
・

静
嘉
堂
文
庫
蔵
一
一
一
冊
・
同
蔵
蹄
臥
巻
・
国
立
中
央
図
書
館
蔵
崎
一
恥
巻
・
北

京
図
書
館
蔵
八
冊
・
同
蔵
二
ハ
冊
・
上
海
図
書
館
蔵
・
南
京
図
書
館
蔵
一
二
冊
〉

等
が
あ
る
。
後
者
の
み
行
格
を
記
し
た
の
は
、
そ
れ
が
至
大
三
(
一
三
一

O
)
年
に
建
安
余
氏
勤
有
堂
で
刊
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
明
代
に
も
覆

刻
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
伝
存
本
も
必
ず
し
も
少
く
な
い
か
ら
で
あ
る
(
阿

部
隆
一
氏
『
制
中
国
訪
書
志
』
一
三
三
・
五
四
六
頁
、
等
)
。

ま
た
杜
甫
に
は
、
宋
版
に
『
杜
工
部
集
』
ニ

O
巻
補
遺
一
巻
(
上
海
図

書
館
蔵
昨
日
賦
)
、
『
門
類
増
広
十
註
杜
工
部
詩
』
二
五
巻
(
北
京
図
書
館
蔵

見

山

春

生

鳩
町
在
〉
、
『
分
門
集
註
杜
工
部
詩
』
二
五
巻
年
譜
一
巻
(
北
京
図
書
館
蔵
二
八

冊
)
、
『
杜
工
部
草
堂
詩
筆
』
五

O
巻
(
北
京
図
書
館
蔵
4
E
仇
巻
・
時
一
一
時
・

↑

Z
m巻
〉
、
『
新
刊
校
定
集
注
杜
詩
』
三
六
巻
(
静
嘉
堂
文
庫
蔵
一
試
写
〉
、

『
黄
氏
補
千
家
集
注
杜
工
部
詩
史
』
三
七
巻
(
国
立
中
央
図
書
館
蔵
碍
仇
巻
)
・

同
三
六
巻
(
北
京
図
書
館
蔵
ニ
O
冊
)
が
あ
る
。
さ
ら
に
元
版
に
は
、
『
杜

工
部
草
堂
詩
筆
』
四

O
巻
外
集
一
巻
詩
史
補
遺
一

O
巻
年
譜
二
巻
伝
序
碑

銘
一
巻
詩
話
二
巻
(
内
閣
文
庫
蔵
一
O
冊
・
国
立
中
央
図
書
館
蔵
酪
仇
巻
・

上
海
図
書
館
蔵
)
、
『
黄
氏
補
千
家
註
紀
年
杜
工
部
詩
史
』
一
ニ
六
巻
年
譜
弁

疑
一
巻
(
北
京
図
書
館
蔵
芝
府
巻
〉
、
『
集
千
家
註
批
点
杜
工
部
詩
集
』
一
一

O
巻
(
上
海
図
書
館
蔵
)
、
及
び
『
集
千
家
註
分
類
杜
工
部
詩
』
二
五
巻

(
一
二
行
二

O
字
本
)
(
国
立
中
央
図
書
館
蔵
ご
四
冊
・
同
蔵
二
ハ
冊
・
同
蔵

詩
文
鵬
一
一
巻
〉
が
あ
る
。
こ
の
『
集
千
家
註
分
類
杜
工
部
詩
』
は
皇
慶
元
(
一

三
一
二
〉
年
、
建
安
余
氏
勤
有
堂
で
刊
刻
さ
れ
、
又
、
至
正
八
(
一
三
四

八
〉
年
に
積
慶
堂
で
そ
の
覆
刻
本
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
覆
刻
本
は
後
に
広

勤
書
堂
で
求
版
・
印
行
さ
れ
て
い
る
(
『
糊
中
国
訪
書
志
』
二
七
一

3
4
7
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五
四
八

t
九
・
ム
ハ
四
五

t
六
噌
六
五
ハ
頁
、
等
》
。

'
明
代
で
は
1
4

新
た
に
編
次
さ
れ
ず
大
刊
刻
さ
れ
た
万
暦
間
平
原
劉
氏
合
刻

の
『
李
翰
林
分
体
全
集
』
四
こ
巻
・
『
杜
工
部
全
集
』
六
六
巻
、
お
よ
び
万

暦
二

O
(
一
五
九
ニ
)
年
刊
の
『
刻
杜
少
陵
先
生
詩
分
類
集
註
』
二
三
巻

以
外
は
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
宋
・
元
版
と
同
系
本
で
あ
り
、
李
白
に
は

司
李
翰
林
集
』
三

O
巻
、
玉
九
山
人
校
刊
お
よ
び
許
自
昌
校
刊
の
『
分
類

補
註
李
太
白
詩
』
二
五
巻
、
郭
雲
鵬
校
刊
の
『
分
類
補
註
李
太
白
詩
』
一
ニ

。
巻
(
詩
二
五
巻
雑
文
五
巻
)
等
が
あ
り
寸
杜
甫
に
は
玉
九
山
人
校
刊
お

よ
び
許
自
昌
校
刊
の
『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
二
。
巻
文
集
二
巻
等
が

あ
る
。
李
白
の
全
集
の
内
、
『
李
翰
林
集
』
は
国
立
中
央
図
書
館
、
北
京

図
書
館
と
静
嘉
堂
文
庫
に
各
々
一
部
ず
つ
所
蔵
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、

『
分
類
補
註
李
太
白
詩
』
の
現
存
部
数
の
多
さ
に
は
遠
く
及
ば
な
い
。
し

た
が
っ
て
明
代
の
代
表
的
な
李
白
・
杜
甫
の
全
集
と
し
て
は
『
分
類
補
註

李
太
白
詩
』
と
『
集
千
家
詰
杜
工
部
詩
集
』
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
清
代
に
至
る
と
、
康
照
五
六
年
に
一
謬
日
芭
の
刊
行
し
た
-
『
李
太
白

文
集
』
三

O
巻
(
そ
の
序
に
よ
れ
ば
覆
宋
刊
本
で
あ
る
と
い
う
〉
を
除
い

て
は
、
そ
れ
以
前
と
異
な
る
テ
キ
ス
ト
の
全
集
本
や
注
釈
本
等
が
相
当
数

刊
刻
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
は
現
在
、
漢
籍
に
関
す
る
共
同
研
究
の
一
環
と
し
て
集
部
唐
人
別

集
明
清
刊
本
の
書
誌
調
査
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
調
査
結
果
の
総
目
録
は

い
ず
れ
発
表
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
が
、
調
査
の
過
程
で
若
干
の
知
見
が
得

ら
れ
た
。
本
稿
で
は
玉
凡
山
人
お
よ
び
許
自
昌
校
刊
の
李
白
・
杜
甫
の
全

集
本
に
限
っ
て
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
以
下
に
記
述
し
て
み
た
い
。

明
代
の
代
表
的
な
李
杜
の
全
集
本
と
し
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
玉
凡
山

人
お
よ
び
許
自
昌
校
刻
の
『
分
類
補
註
李
太
白
詩
』
・
『
集
千
家
註
社
工
部

詩
集
』
人
さ
ら
に
郭
雲
鵬
校
刻
の
『
分
類
補
註
李
太
白
詩
』
三

O
巻
〈
詩

二
五
巻
雑
文
五
巻
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。

玉
九
山
入
校
刻
の
『
分
類
補
註
李
太
白
詩
』
二
五
巻
は
嘉
靖
二
五
ハ
一

五
四
六
)
年
刊
、
『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
二

O
巻
文
集
二
巻
附
録
-

巻
は
嘉
靖
一
五
(
一
五
一
ニ
六
)
年
刊
で
、
後
述
の
よ
う
に
版
式
お
よ
び
字

様
と
も
に
全
く
同
一
で
あ
る
。
両
者
の
刊
行
に
一

O
年
の
間
隔
は
あ
る

が
、
刊
行
者
が
一
対
の
も
の
と
し
て
意
図
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

広
義
の
合
刻
本
と
言
え
な
い
こ
と
も
な
い
。

許
自
昌
校
刻
の
『
分
類
補
註
李
太
白
詩
』
二
五
巻
は
万
暦
三

0

2
穴

O
ニ
)
年
序
刊
で
、
『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
二

O
巻
文
集
ニ
巻
は
刊

年
を
明
ら
か
に
し
な
い
が
、
『
李
太
白
詩
』
の
序
の
首
題
に
「
合
刻
李
杜

全
集
序
」
と
あ
っ
て
、
両
者
が
合
刻
本
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
勿

論
、
こ
の
李
杜
全
集
も
後
述
の
よ
う
に
版
式
お
よ
び
宇
様
と
も
に
同
一
で

あ
る
。元

代
に
お
い
て
、
李
杜
全
集
は
勤
有
堂
以
来
の
『
分
類
補
註
李
太
白
詩
』

と
『
集
千
家
註
分
類
杜
工
部
詩
』
と
が
合
刻
と
い
っ
て
よ
い
形
式
を
と
っ

た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
の
に
対
し
、
明
代
の
李
杜
全
集
は
『
分
類
補
註

李
太
白
詩
』
と
『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
と
の
合
刻
に
変
化
し
た
こ
と

に
な
る
。

又
、
郭
雲
鵬
校
刻
の
『
分
類
補
註
李
太
白
詩
』
一
ニ

O
巻
は
嘉
靖
二
二
(
一

五
四
三
〉
年
刊
で
、
楊
守
敬
に
よ
れ
ば
郭
雲
鵬
が
雑
文
五
巻
を
新
た
に
編

次
し
て
詩
二
五
巻
に
合
わ
せ
、
通
巻
三

O
巻
と
し
た
も
の
で
あ
る
ハ
『
問
中
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国
訪
書
志
』
三
三
ニ
頁
所
引
の
楊
守
敬
の
手
書
題
肱
参
照
)
。

こ
れ
ら
の
李
杜
全
集
本
を
元
版
と
或
は
相
互
に
比
較
し
た
場
合
、
テ
キ

ス
ト
上
の
相
違
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

台
北
の
国
立
故
宮
博
物
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
楊
氏
観
海
堂
旧
蔵
本
中

に
玉
九
山
人
校
刊
の
『
分
類
補
註
李
太
白
詩
』
が
あ
り
、
そ
の
首
に
楊
守

敬
の
手
書
題
識
が
附
さ
れ
て
い
る
。

此
本
為
明
嘉
靖
丙
午
玉
凡
山
人
校
刊
巻
首
有
重
刊
序
後
子
郭
雲
鵬
刊

本
三
年
板
式
与
郭
本
/
同
市
注
文
但
略
有
耐
節
不
如
郭
本
之
甚
亦
僅

有
詩
二
十
五
/
巻
不
刻
雑
文
後
来
許
自
昌
刊
本
即
従
此
本
出
也
(
『
問

中
国
訪
書
志
』
一
三
四
頁
)

つ
ま
り
二
元
版
の
『
分
類
補
註
李
太
白
詩
』
に
比
し
、
明
版
の
郭
雲
鵬

校
刊
本
と
玉
九
山
人
校
刊
本
と
も
に
注
文
の
節
略
が
見
ら
れ
る
が
、
後
者

で
は
注
文
末
の
数
字
或
は
一

O
数
字
を
削
去
す
る
場
合
が
間
々
見
ら
れ
る

だ
け
で
あ
る
の
に
対
し
、
前
者
に
お
い
て
そ
の
削
略
が
甚
だ
し
い
の
で
あ

る
。
そ
の
上
、
前
者
に
は
新
た
に
徐
禎
卿
の
注
が
増
補
さ
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
玉
九
山
人
校
本
は
元
版
以
来
の
テ
キ
ス
ト
を
大
体
忠
実
に
継

承
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

玉
九
山
人
校
刊
の
『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
は
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は

元
版
の
『
集
千
家
註
批
点
社
工
部
詩
集
』
二

O
巻
文
集
二
巻
年
譜
一
巻
附

録
一
巻
を
継
承
し
て
お
り
、
管
見
の
限
り
で
は
本
文
は
も
と
よ
り
注
文
に

お
い
て
も
相
違
は
見
ら
れ
な
い
。

ま
た
許
自
昌
校
刊
の
李
杜
全
集
は
玉
九
山
人
校
刊
本
と
テ
キ
ス
ト
上
の

相
違
は
見
ら
れ
な
い
。

な
お
、
以
下
の
記
述
に
李
I
李
E

の
よ
う
に
あ
る
の
は
同
版
の
中

で
刊
印
修
の
別
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
合
刻
本
.
と
し
て
は

李
I
杜
I
が
対
応
す
る
方
式
と
な
る
。
そ
の
た
め
杜
E
が
な
い
よ
う

な
場
合
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

玉
九
山
人
校
本

川
嘉
靖
原
刊
本

李
I

分
類
補
註
李
太
白
詩
二
五
巻
唐
翰
林
李
太
白
年
譜
一
巻
唐
李

自
撰
宋
楊
斉
賢
集
注
元
粛
士
費
補
注
字
詰
)
明
醇
仲
醤
編

明
玉
凡
山
人
校
明
嘉
靖
二
五
年
刊
(
校
者
自
刊
〉

内
閣
文
庫
蔵
(
大
一
二
冊
)
・
東
洋
文
庫
蔵
(
特
大
一

O
冊
)
・
宮
内
庁

書
陵
部
蔵
(
大
一
二
冊
)
。

又
、
書
目
に
よ
れ
ば
国
立
中
央
図
書
館
蔵
〈
一
一
三
冊
)
・
中
央
研
究
院

歴
史
語
言
研
究
所
蔵
(
二
四
冊
)
・
北
京
図
書
館
蔵
(
三

O
冊
・
二
二
冊
)

が
あ
る
(
す
べ
て
未
調
査
〉
。

首
に
唐
翰
林
李
太
白
詩
序
、
楽
史
後
序
、
唐
翰
林
李
君
稿
記
、
宋
敏
求

後
序
、
骨
輩
序
、
毛
漸
序
、
序
例
、
唐
翰
林
李
太
白
年
譜
、
分
類
補
註
李

太
白
詩
目
録
。
本
文
首
に
「
分
類
補
註
李
太
白
詩
巻
之
こ
と
題
し
、
第

二
・
三
・
四
行
に
「
(
糊
一
)
古
賦
八
首
(
位
僻
)
春
陵
楊
奔
賢
子
見
集
註
/
(
糊
七
)

章
貢
粛
士
賛
粋
可
補
註
/
(
制
五
)
大
明
嘉
精
一
内
午
玉
凡
山
人
校
刻
」
と
続
け
、
次
行

よ
り
本
文
に
入
る
。
四
周
双
辺
つ
二
・
六
×
一
三
・

O
Hン
〉
有
界
、
毎
半

葉
八
行
、
行
一
七
字
、
注
小
字
双
行
。
版
心
白
口
双
白
魚
尾
、
中
縫
に

「
李
集
巻
幾
(
丁
付
)
(
刻
工
名
)
」
。

版
心
の
刻
工
名
は
李
杜
の
両
集
に
共
通
す
る
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
。
両

集
所
刻
の
刻
工
名
を
す
べ
て
挙
げ
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
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下

云

化

仲

何

信

先

刻

〔

劉

〕

匁

(

勿

)

周

唐

啓
明
(
啓
、
居
)
天
天
宿
天
錫
子
仁
(
仁
、
仔
、
子
〉

安

宗

宣

廷

思

恩

恵

恩

昂

白

骨

朝

李

鳳

(
李
、
鳳
、
凧
)
東
林
甫
(
甫
)
正
江
済
(
斉
)
澄
濡

王

国

章

羊

美

叶

〔

葉

〕

実

褒

陸

教

陽

雇

馬

李
E

又
〔
明
後
期
〕
修
(
六
経
堂
)

内
閣
文
庫
蔵
(
大
一
四
冊
)
・
東
洋
文
庫
蔵
(
大
一
二
冊
)
・
斯
道
文
庫

蔵
(
大
二
冊
)
・
台
北
国
立
故
毒
物
院
蔵
ハ
一
二
冊
糊
同
事
。

本
修
補
本
は
封
面
を
有
し
、
そ
れ
に
は
「
許
玄
祐
先
生
評
訂
/
李
太
白

全
集
/
内
集
千
家
註
六
経
堂
梓
」
と
題
す
。
首
に
重
刻
唐
翰
林
李
太
白

詩
集
序
、
唐
翰
林
李
太
白
詩
序
、
序
例
、
唐
翰
林
李
太
白
年
譜
、
分
類
補

註
李
太
白
詩
目
録
を
附
す
。
重
刻
唐
翰
林
李
太
白
詩
集
序
は
原
刻
本
の
既

調
査
の
も
の
の
い
ず
れ
に
も
見
ら
れ
ず
、
恐
ら
く
「
六
経
堂
梓
」
を
称
す

る
こ
の
本
に
至
っ
て
初
め
て
加
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
そ
の
序

に
は
撰
者
名
が
な
く
、
叉
、
そ
の
内
容
か
ら
も
重
刻
の
具
体
的
な
事
情
は

知
り
得
な
い
。

本
修
補
本
は
後
述
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
の
問
題
を
含
む
が
、
原
刻
本
の

三
部
に
は
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
「
重
刻
唐
翰
林
李
太
白
詩
集
序
」
が
加

え
ら
れ
た
よ
う
に
補
修
本
で
あ
る
。
た
だ
し
、
補
刻
は
筆
者
の
調
査
の
限

り
で
は
三
O
数
丁
で
、
甚
だ
し
い
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
印
面
は
磨

滅
が
相
当
に
進
ん
で
お
り
、
原
刻
葉
の
一
部
を
入
木
に
よ
っ
て
修
補
し
た

と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。
補
刻
の
丁
付
を
示
せ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
(
漢

数
字
は
巻
次
、
算
用
数
字
は
丁
付
を
表
わ
す
〉
。

一
l
a
-
-
2
お
、
ニ
!
お
お
旬
、
三
l
m
m
、
五
l
お
、
九
1
1
2
、

一
O
l
路
、
二
一
1
1
3
ロ
幻
、
二
ニ
l
u
u
、
一
四
1
5
6
1
U
、

一
六
1
7
8
、
一
七
l
3
4
、
一
八
1
5
6
U
I
M
、
一
九
1
2
、

ニ
0
1
5
、
ニ
ニ
!
7
8
、
二
四
l
u
。
な
お
、
補
刻
葉
に
は
間

々
、
版
心
が
自
口
単
白
魚
尾
の
も
の
が
混
じ
っ
て
い
る
。

本
修
補
本
は
前
記
の
よ
う
に
巻
一
初
薬
が
補
刻
葉
で
あ
る
が
、
そ
の
本

文
首
第
四
行
は
「
(
略
立
)
大
明
嘉
靖
丙
午
玉
九
山
人
校
」
と
あ
っ
て
、
原
刻

本
で
の
末
宇
の
「
刻
」
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
原
刻
本
で
は
既
調
査
の
三

部
す
べ
て
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
封
面
に
は
「
六
経
堂
梓
」
と
の
印
行
者
名

と
「
許
玄
祐
先
生
評
定
」
の
文
字
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
玉
九
山
人
と
六

経
堂
、
封
面
の
許
玄
祐
先
生
即
ち
許
自
昌
と
の
相
互
の
関
係
が
不
明
で
あ

る
た
め
断
定
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
六
経
堂
と
い
う
書
障

へ
の
版
木
の
移
動
と
い
う
よ
う
な
こ
と
と
、
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
の
か

も
知
れ
な
い
。

李
直
又
至
〔
明
末
〕
逓
修
会
ハ
経
堂
)

斯
道
文
庫
蔵
(
大
一
六
冊
)
。

封
面
は
前
記
李
E
の
六
経
堂
印
本
の
も
の
と
同
版
で
あ
る
。

補
刻
葉
の
新
た
に
加
え
ら
れ
た
も
の
は
数
が
多
く
、
李
E
で
指
摘
し
た

補
刻
丁
数
を
か
な
り
上
回
る
ほ
ど
で
あ
る
。
新
た
に
加
わ
っ
た
補
刻
了
を

示
せ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

年
譜
l
l
。
目
録
l
m
お
。
一
1
9
m
u
a
お
M
A
I
お
m
m
t
M
m
ω

必
回
目
臼
日

ωね
、
二
1
1
2
5
日
t
u
n
m
m
紅
白
必
t
M
切
回

ω

η
、
三
!
日
お
日
臼
、
四
i
必
印
、
五
i
u
ロ
時
お
お
、
六
l
日
目

お
お
、
七
i
ロ
M
お
、
八
l
目
、
九
l
ロ
幻
、
一
O
l
口
お
、
一
一

i
U
4
、
二
一
1
6
6
6
、
一
七
l
9
、
一
八
1
8
n
t
M
(
8
は
誤

ヮ“っ“4
 



っ
て
原
刻
葉
の
泊
を
補
刻
し
た
も
の
)
、
ニ
四
1
2
0

補
刻
葉
に
間
々
、
自
口
双
黒
魚
尾
の
も
の
が
混
じ
る
。
年
譜
の
1
の
み

は
白
口
単
黒
魚
尾
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
封
面
の
意
味
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。
本
逓
修
本
お
よ

び
前
記
の
第
一
次
修
本
は
共
に
玉
九
山
人
校
の
原
刻
本
の
補
刻
本
で
あ
る

が
、
な
ぜ
許
自
昌
の
名
が
封
面
に
刻
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
う
か
。
許
自

国
校
の
李
太
白
詩
に
、
た
と
え
そ
れ
が
原
刻
本
で
は
な
く
て
も
封
面
に
校

定
者
と
し
て
許
自
昌
の
名
が
あ
る
の
は
理
解
で
き
る
(
後
述
の
許
自
昌
校

本
の
凶
覆
方
暦
刊
本
の
李
E
参
照
)
。
そ
れ
で
は
本
版
の
修
補
本
の
場
合

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

筆
者
は
、
断
定
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
第
一
次
修
本
印
行
の
段
階
で

既
に
本
版
の
印
面
が
磨
滅
し
て
お
り
、
本
文
の
校
勘
を
踏
ま
え
た
修
補
が

必
要
に
な
っ
て
い
た
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
修
補
の
際
に
重
刻
唐
翰
林
李
太

白
詩
集
序
が
新
補
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、
そ
の
時
に
許

自
昌
に
よ
っ
て
校
訂
が
加
え
ら
れ
た
と
推
測
で
き
は
し
な
い
か
と
思
う
の

で
あ
る
。
更
に
、
本
版
に
加
え
ら
れ
た
補
刻
が
、
そ
の
字
様
な
ど
か
ら
万

暦
を
中
心
と
し
た
明
後
期
に
推
定
で
き
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
推
測
も
あ
り

得
な
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
う
。
と
す
れ
ば
、
許
自
昌
校
本
が
玉
九
山
人

校
本
を
直
接
継
承
す
る
形
で
万
暦
年
聞
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
も
、
よ
り
自

然
に
理
解
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

社
I

集
千
家
註
社
工
部
詩
集
ニ

O
巻
文
集
ニ
巻
附
録
一
巻
唐
杜
甫

撰
元
高
楚
芳
編
明
玉
九
山
人
投
明
嘉
靖
一
五
年
刊
(
校
者

自
刊
)

内
閣
文
庫
蔵
(
大
一
二
冊
・
大
一
二
冊
)
・
東
洋
文
庫
蔵
(
大
二
四
冊
)
・

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
(
大
ニ

O
冊
・
大
一
二
冊
)
。
内
閣
文
庫
蔵
本
は
二
部

あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
『
内
閣
文
庫
漢
籍
分
類
目
録
』
に
は
、
そ
の
内
の

一
部
は
別
集
で
は
な
く
総
集
類
に
『
分
類
補
註
李
太
白
詩
』
と
と
も
に

「
〔
李
杜
全
集
〕
」
二
四
冊
と
し
て
著
録
さ
れ
て
い
る
。

文
、
国
立
中
央
図
書
館
蔵
(
二
四
冊
・
二
一
冊
・
二
ハ
冊
・
一

O
冊)・

北
京
図
書
館
蔵
(
八
冊
)
。

首
に
杜
工
部
詩
史
旧
集
序
、
杜
工
部
詩
後
集
序
、
成
都
草
堂
詩
碑
序
、

杜
工
部
草
堂
詩
築
践
、
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
目
録
。
本
文
首
に
「
集
千

家
註
杜
工
部
詩
集
巻
之
一
/
(
腕
五
)
大
切
嘉
靖
一
内
申
玉
凡
山
人
校
一
刻
」
と
題
し
、
次

行
よ
り
本
文
に
入
る
。
四
周
双
辺
合
二
・
七
×
二
ニ
・
一
円
ン
〉
有
界
、
毎

半
葉
八
行
、
行
一
七
字
、
注
小
字
双
行
。
版
心
白
口
双
白
魚
尾
、
中
縫
に

「
杜
集
巻
幾
(
了
付
)
(
刻
工
名
)
」
。
刻
工
名
は
殆
ど
李
太
白
詩
と
共
通
で
、

所
刻
の
刻
工
名
は
す
べ
て
前
掲
の
通
り
で
あ
る
。

文
集
は
首
に
集
千
家
註
杜
工
部
文
集
目
録
を
、
巻
末
に
集
千
家
註
社
工

部
詩
集
附
録
を
附
す
。
本
文
首
に
「
杜
工
部
文
集
巻
之
ご
と
題
し
、
次

行
よ
り
本
文
に
入
る
。
毎
半
葉
八
行
、
行
一
七
字
。
中
縫
に
「
杜
文
巻
幾

〈
了
付
〉
(
刻
工
名
)
」
。

な
お
、
李
E
・
E
に
対
応
す
る
杜
工
部
詩
集
の
補
刻
本
は
現
在
ま
で
の

と
こ
ろ
未
発
見
で
あ
り
、
次
は
杜
W
に
至
る
。

杜
W

又
〔
明
玉
九
山
人
校
〕
明
嘉
靖
一
五
年
刊
〔
明
後
期
〕
修

ハ
明
易
山
人
)

尊
経
閤
文
庫
蔵
ハ
大
一
五
冊
〉
。

書
目
に
よ
れ
ば
、
国
立
中
央
図
書
館
蔵
ハ
ニ
四
冊
・
ニ

O
冊
・
二
一
冊
)
・

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵
〈
一
二
冊
)
・
北
京
図
書
館
蔵
(
一
二
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冊
)
・
上
海
図
書
館
蔵
。

尊
経
閣
文
庫
蔵
本
は
、
本
文
首
に
「
集
千
家
註
社
工
部
詩
集
巻
之
一
/

(
慨
玄
)
大
明
嘉
靖
丙
申
明
易
山
人
校
刻
」
と
題
し
、
次
行
よ
り
本
文
に
入
る
。

本
版
は
玉
九
山
人
校
刊
の
『
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
』
(
杜
I
〉
と
同
版

で
、
わ
ず
か
に
本
文
首
第
二
行
の
「
玉
九
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
に
埋
め

木
じ
、
「
明
易
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
が
異
な
る
。
印
面
に
甚

だ
し
い
r
磨
滅
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
)
そ
れ
ほ
ど
の
後
印
本
と
も
思
わ
れ

な
い
。
た
だ
、
玉
九
山
人
と
明
易
山
人
の
関
係
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ

り
、
刊
行
者
が
変
わ
っ
た
も
の
か
、
な
ぜ
こ
字
だ
け
を
埋
め
木
と
し
た
の

か
解
し
難
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
本
版
は
明
易
山
人
校
本
と
言
う
よ
り

は
、
玉
九
を
明
易
と
じ
た
こ
宇
に
関
し
て
だ
け
で
あ
る
が
、
一
応
、
補
刻

本
と
み
な
す
の
が
隠
当
で
あ
ろ
う
。

間
覆
嘉
靖
刊
本

現
在
ま
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
範
囲
で
は
、
覆
刻
本
は
社
工
部
詩
集
に

一
種
あ
り
、
李
太
白
詩
に
つ
い
て
は
、
見
当
た
ら
な
い
。

杜
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
二

O
巻
唐
杜
甫
撰
元
高
楚
芳
編

〔
明
玉
九
山
人
校
〕
〔
明
後
期
〕
刊
覆
明
嘉
靖
一
五
年
刊
本

ハ
2
〉

内
閣
文
庫
蔵
(
大
一

O
冊)。

首
に
杜
工
部
詩
史
旧
集
序
、
杜
工
部
詩
後
集
序
、
成
都
草
堂
詩
碑
序
、

杜
工
部
草
堂
詩
集
践
、
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
目
録
。
本
文
首
に
「
集
千

家
註
杜
工
部
詩
集
巻
之
こ
と
題
し
、
一
行
を
隔
て
て
本
文
に
入
る
。
即

ち
、
本
文
首
第
二
行
自
に
あ
る
べ
き
「
大
明
嘉
靖
丙
申
玉
九
山
人
校
刻
」

の
一
二
字
が
削
除
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
左
右
双
辺
公
二
・
五
×

二ニ・

O
Hン
)
有
界
、
稀
に
四
周
双
辺
の

T
を
混
じ
え
、
毎
半
葉
八
行
、

行
一
七
字
、
注
小
字
双
行
。
版
心
白
口
双
白
魚
尾
、
中
縫
に
「
杜
集
巻
幾

(
丁
付
)
」
。
玉
九
山
人
校
刊
原
刻
本
の
か
お
り
忠
実
な
覆
刻
で
あ
る
。

内
閣
文
庫
蔵
本
に
は
文
集
と
附
録
と
が
共
に
な
い
ほ
か
、
巻
一
八
だ
け

は
嘉
靖
一
五
年
玉
九
山
人
校
刊
の
原
刻
本
で
あ
り
、
他
の
巻
と
料
紙
を
異

に
し
て
も
い
る
の
で
、
こ
の
巻
の
み
補
配
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

許
自
昌
校
本

山
方
暦
原
刊
本

李
I

分
類
補
註
李
太
白
詩
二
五
巻
唐
翰
林
李
太
白
年
譜
一
巻
唐
李

自
撰
宋
楊
斉
賢
集
注
元
粛
士
費
補
注
(
年
号
明
醇
仲
畠
編

明
許
自
昌
校
明
万
暦
三

O
年
序
刊
ハ
校
者
自
刊
)

東
洋
文
庫
蔵
ハ
大
八
冊
)
・
京
都
大
学
文
学
部
蔵
(
大
一
二
冊
〉
。
東
洋

文
庫
蔵
本
は
合
刻
李
杜
詩
集
序
を
欠
く
。

ほ
か
に
国
立
中
央
図
書
館
蔵
(
八
冊
・
六
冊
〉
・
上
海
図
書
館
蔵
。

首
に
唐
翰
林
李
太
白
詩
序
等
、
合
刻
李
杜
詩
集
序
(
明
王
稚
登
撰
〉
、
刻

李
杜
全
集
小
引
ハ
明
許
自
昌
撰
〉
、
唐
翰
林
李
太
白
年
譜
、
分
類
補
註
李

太
白
詩
目
録
。
本
文
首
に
「
分
類
補
註
李
太
白
詩
巻
之
一
/
ナ
(
腕
九
)
春
陵
楊

斉
賢
子
見
集
註
/
(
腕
九
)
章
貢
粛
士
費
粋
可
補
註
/
(
榔
入
)
明
長
洲
許
自
昌

玄
祐
甫
校
」
と
題
し
、
次
行
よ
り
本
文
に
入
る
。
左
右
双
辺
公
二
・
七
×

二
ニ
・
八
号
)
有
界
、
毎
半
葉
九
行
、
行
二
。
字
、
注
小
字
双
行
。
版
心

白
口
単
黒
魚
尾
、
中
縫
に
「
李
詩
補
註
巻
幾
(
丁
付
〉
(
大
小
字
数
)
」
。

合
刻
李
杜
詩
集
序
お
よ
び
刻
李
杜
全
集
小
引
は
共
に
万
暦
三

O
年
の
年
記

を
有
し
、
こ
の
両
序
が
あ
る
こ
と
か
ら
杜
甫
の
全
集
本
も
万
暦
三

O
年
頃

に
合
刻
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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本
版
に
は
多
数
の
墨
釘
が
見
ら
れ
る
。
恐
ら
く
、
本
版
が
次
掲
の
李
E

と
の
関
係
か
ら
推
し
て
、
草
卒
の
聞
に
刊
刻
さ
れ
た
た
め
の
結
果
で
あ
ろ

う
と
息
わ
れ
る
。

李
E

又

〔

明

万

暦

末

〕

修

東
洋
文
庫
蔵
(
大
玉
冊
)
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
(
大
六
冊
)
・
東
京
大
学

総
合
図
書
館
蔵
(
大
ニ

O
冊)。

首
は
前
記
李
I
(
原
刻
本
)
と
同
じ
。

本
補
刻
本
は
原
刻
本
に
見
ら
れ
た
多
数
の
墨
釘
が
埋
め
木
に
よ
っ
て
殆

ど
修
補
さ
れ
て
い
る
。
印
面
は
清
爽
で
あ
り
、
原
刻
本
と
あ
ま
り
隔
た
ら

な
い
時
期
の
補
刻
と
思
わ
れ
る
。

杜
I

集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
ニ

O
巻
文
集
二
巻
唐
杜
甫
撰
元
高

楚
芳
編
明
許
自
昌
校
〔
明
万
暦
三

O
年
序
〕
刊
(
校
者
自
刊
)

東
洋
文
庫
蔵
(
大
五
冊
〉
・
静
嘉
堂
文
鹿
蔵
(
大
六
冊
〉
・
東
京
都
立
中

央
図
書
館
蔵
(
大
一

O
冊
)
・
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
(
大
ニ

O
冊〉。

東
大
総
合
図
書
館
蔵
本
は
李
E
の
同
図
書
館
蔵
本
と
同
一
の
函
架
番
号
を

附
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

又
、
国
立
中
央
図
書
館
蔵
(
八
冊
・
六
冊
・
二
ハ
冊
)
・
上
海
図
書
館

蔵。
首
に
杜
工
部
詩
史
旧
集
序
、
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
目
録
、
集
千
家
註

杜
工
部
文
集
目
録
。
本
文
首
に
「
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
巻
之
一
/
(
糊
八
)

明
長
洲
許
自
昌
玄
祐
甫
校
」
と
題
し
、
次
行
よ
り
本
文
に
入
る
。
左
右
双

辺
合
ご
・
八
×
二
ニ
・
九
円
ン
〉
有
界
、
毎
半
葉
九
行
、
行
ニ

O
宇
、
注
小

字
双
行
。
版
心
白
口
単
黒
魚
尾
、
中
縫
に
「
杜
詩
集
註
巻
幾
(
丁
付
)

(
大
小
字
数
)
」
。

文
集
は
、
本
文
首
に
「
杜
工
部
文
集
巻
之
一
/
(
同
八
)
明
長
洲
許
自
昌
玄

祐
甫
校
」
と
題
し
、
次
行
よ
り
本
文
に
入
る
。
毎
半
葉
九
行
、
行
二

O

字
。
中
縫
に
「
杜
工
部
文
集
巻
幾
(
丁
付
)
」
。

墨
釘
は
甚
だ
少
な
い
。
本
版
が
李
I
と
殆
ど
隔
た
ら
な
い
時
期
に
刊
刻

さ
れ
た
の
な
ら
、
李
ー
に
お
い
て
多
数
見
ら
れ
た
墨
釘
が
本
版
で
は
ご
く

少
な
い
と
い
う
理
由
は
や
や
解
し
難
い
。
或
は
本
版
以
前
に
、
李
I
に
対

応
す
る
ほ
ど
の
墨
釘
の
多
い
版
本
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
本
版
は
そ
の
補

刻
本
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
。
だ
が
、
現

在
ま
で
に
調
査
し
た
限
り
で
は
そ
の
条
件
に
適
う
版
本
が
未
発
見
で
あ
る

の
で
、
本
版
を
一
応
、
李
I
に
対
応
す
る
杜
工
部
詩
集
の
原
刻
本
杜
I
と

見
な
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
前
記
李
E
に
対
応
す
る
杜
E
は
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
で
は
未
発

見
で
あ
る
。

間
覆
万
暦
刊
本
(
第
一
種
)

李
I

分
類
補
註
李
太
白
詩
二
五
巻
唐
翰
林
李
太
白
年
譜
一
巻
唐
李

白
撰
宋
楊
斉
賢
集
注
元
粛
士
費
補
注
(
年
譜
〉
明
欝
仲
畠
編

明
許
自
昌
校
〔
明
後
期
〕
刊
(
粟
歪
楼
蔵
版
〉
覆
明
万
暦
三

O

年
序
刊
本

内
閣
文
庫
蔵
(
大
六
冊
)
。
本
映
は
刻
李
杜
全
集
小
引
と
序
例
と
を
補

写
し
て
い
る
。

封
面
は
「
重
訂
正
合
刻
/
緊
歪
楼
蔵
板
/
李
杜
詩
全
集
」
。
首
に
合

刻
李
杜
詩
集
序
(
明
王
稚
登
撰
)
、
唐
翰
林
李
太
白
詩
序
等
、
分
類
補
註

李
太
白
詩
目
録
、
唐
翰
林
李
太
白
年
譜
。
本
文
首
に
「
分
類
補
註
李
太
白

詩
巻
之
一
/
(
糊
九
)
春
陵
楊
斉
賢
子
見
集
註
/
(
間
九
)
章
貢
粛
士
費
粋
可
補

F
h
d
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註
/
(
糊
入
)
明
長
洲
許
自
昌
玄
祐
甫
校
」
と
題
し
、
次
行
よ
り
本
文
に
入

る
。
左
右
双
辺
(
一
二
了
二
×
一
三
・
九
品
川
ン
)
有
界
、
毎
半
葉
九
行
、
行
二

O
字
、
注
小
字
双
行
。
版
心
白
口
単
黒
魚
尾
、
中
縫
に
「
李
詩
補
註
巻

幾
(
丁
付
〉
」
。
稀
に
大
小
字
数
或
は
刻
工
名
を
版
心
に
付
刻
す
る
。

刊
行
者
で
あ
る
緊
歪
楼
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
り
、
許
自

昌
と
の
関
係
も
わ
か
ら
な
い
。

本
版
の
字
様
は
比
較
的
端
整
で
は
あ
る
が
、
原
刻
本
と
比
較
す
れ
ば
、

字
画
が
不
整
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

な
お
、
本
版
に
対
応
す
る
杜
工
部
詩
集
、
杜
I
は
未
発
見
で
あ
る
。

李
E

又
〔
明
後
期
〕
印
(
書
林
注
復
初
蔵
版
)

斯
道
文
庫
蔵
(
大
八
冊
)
・
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
(
大
ニ
四

冊)。封
面
は
「
許
玄
祐
先
生
較
/
李
社
全
集
/
書
林
注
復
初
蔵
板
」
。

首
は
前
記
李
I
と
同
じ
。

本
後
印
本
は
補
刻
の
施
さ
れ
た
形
跡
は
な
く
、
又
李
I
に
比
し
、
印
面

の
磨
滅
も
あ
ま
り
甚
だ
し
く
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
李
I
の
刊
行

か
ら
あ
ま
り
隔
た
ら
な
い
時
期
の
印
行
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
封
面
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
段
階
で
刊
行
者
名
が
緊
歪
楼
か
ら
在
復
初
に
変
わ

っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
で

は
不
明
で
あ
る
。

李
E

又
〔
明
末
〕
修
(
古
呉
注
復
初
〉

静
嘉
堂
文
庫
蔵
(
大
一
二
冊
)
。

封
面
は
「
許
玄
祐
先
生
評
訂
/
李
太
白
全
集
/
内
集
千
家
註
古
呉
狂

復
初
梓
」
。
首
に
唐
翰
林
李
太
白
詩
序
等
、
唐
翰
林
李
太
白
年
譜
、
分
類

補
註
李
太
白
詩
目
録
。
本
覆
刻
本
の
最
初
の
緊
歪
楼
蔵
版
本
(
前
記
李
I
)

に
あ
っ
た
合
刻
李
杜
詩
集
序
が
な
い
。
単
に
欠
落
し
た
だ
け
な
の
か
、
或

は
本
映
印
行
の
段
階
で
李
太
白
詩
を
単
行
本
と
し
て
出
版
す
る
た
め
取
り

は
ず
さ
れ
た
も
の
か
、
明
ら
か
で
は
な
い
。

補
刻
葉
は
四
周
単
辺
或
は
左
右
双
辺
で
字
様
が
や
や
拙
劣
で
あ
り
、
丁

数
は
少
な
い
。
そ
の
丁
付
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

一
・
!
日
時
四
却
、
二
1
3
4
、
五
!
日
M
、
ニ
ニ
1
4
4
1
日
M
。

な
お
、
本
版
に
対
応
す
る
杜
工
部
詩
集
、
杜
E
に
当
た
る
も
の
は
現
在

ま
で
の
と
こ
ろ
で
は
未
発
見
で
あ
る
。

李
町
又
至
〔
清
後
期
〕
逓
修
(
雲
林
五
雲
堂
蔵
版
)

東
洋
文
庫
蔵
ハ
大
一
二
冊
)
・
東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
〈
大
一

O
冊)。

封
面
は
「
許
玄
祐
先
生
較
/
李
杜
全
集
/
雲
林
五
雲
堂
蔵
板
」
。

首
に
合
刻
李
杜
詩
集
序
、
唐
翰
林
李
太
白
詩
序
等
、
唐
翰
林
李
太
白
年
譜
、

分
類
補
註
李
太
白
詩
目
録
。
刊
行
者
の
雲
林
玉
雲
堂
に
つ
い
て
は
不
明
で

あ
る
。
又
、
都
立
中
央
図
書
館
蔵
本
に
は
封
面
お
よ
び
合
刻
李
杜
詩
集

序
・
唐
翰
林
李
太
白
詩
序
等
が
な
い
が
、
補
刻
葉
の
丁
付
か
ら
本
修
補
本

と
推
定
し
た
。

本
修
補
本
で
新
た
に
加
え
ら
れ
た
補
刻
葉
は
版
式
・
宇
様
の
相
違
に
よ

っ
て
三
種
に
分
け
ら
れ
る
。
①
は
左
右
双
辺
で
、
宇
様
は
原
刻
葉
に
類
似

す
る
が
、
や
や
生
硬
で
あ
る
。

唐
翰
林
李
太
白
詩
序
等
1
3
4
0
一
1
1
7
8
2
M
、
ニ
1
4
位
田
町
四
、

一
一
一
l
n
n
必
組
、
五
l
m
ω
t
持
、
六
1
1
m
m
却
、
七
l
日
M
お
MMω

加
、
八
!
1
2
、
九
1
1
2
、
一
一
一
l
回
目
、
一
五
l
幻
斜
、
二
四

『

l
A
Q
d
a吐
。
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②
は
四
周
単
辺
で
、
宇
様
が
極
め
て
拙
劣
で
あ
る
。

一一

1
3
4
。

③
は
四
周
単
辺
で
、
字
様
が
清
後
期
の
版
本
の
も
の
に
類
似
す
る
。

五
i
9
m
。

杜
E

集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
ニ

O
巻
文
集
ニ
巻
唐
杜
甫
撰
元
高

楚
芳
編
明
許
自
昌
校
〔
明
後
期
〕
刊
〔
後
印
〕
(
〔
書
林
在
復

初
蔵
版
〕
)
覆
〔
明
万
暦
一
ニ

O
年
序
〕
刊
本

斯
道
文
庫
蔵
(
大
八
冊
)
。

前
述
の
よ
う
に
、
本
覆
刻
本
の
李
太
白
詩
李
I
に
対
応
す
る
杜
工
部
詩

集
杜
ー
が
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
杜
工
部
詩
集
は
杜
E
が
最
初
で
あ
る
。

更
に
杜
固
に
該
当
す
る
も
の
も
発
見
で
き
ず
、
杜
E
の
次
は
杜
W
に
な

る。
首
に
杜
工
部
詩
史
旧
集
序
、
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
目
録
、
集
千
家
註

杜
工
部
文
集
目
録
。
本
文
首
に
「
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
巻
之
一
/
(
糊
八
)

明
長
洲
許
自
昌
玄
祐
甫
校
」
と
題
し
、
次
行
よ
り
本
文
に
入
る
。
四
周
単

辺
合
二
・
ニ
×
二
ニ
・
七
世
ン
)
有
界
、
時
に
左
右
双
辺
を
混
じ
え
、
毎
半

葉
九
行
、
行
二

O
字
、
注
小
字
双
行
。
版
心
白
口
単
黒
魚
尾
、
中
縫
に

「
社
詩
集
註
巻
幾
(
丁
付
)
」
。

本
版
は
こ
の
期
の
覆
刻
本
の
李
太
白
詩
の

I
と
宇
様
が
酷
似
し
て
お

り
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
刊
刻
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
本
映
は
印

面
か
ら
見
て
早
印
と
は
思
わ
れ
ず
、
又
、
本
朕
と
同
じ
斯
道
文
庫
蔵
本
の

李
太
白
詩
(
前
記
李
E
)
と
比
較
し
、
印
面
の
状
態
か
ら
共
に
印
年
が
近

接
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
本
映
を
李
E
と
同
じ
く
書
林
、
在
復
初

蔵
版
本
と
推
定
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

杜
W

又
〔
清
後
期
〕
修
〈
〔
雲
林
五
雲
堂
蔵
版
〕
)

東
洋
文
庫
蔵
(
大
一
二
冊
)
。

首
は
前
記
杜
E
に
同
じ
。

本
修
補
本
に
は
杜
E
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
補
刻
葉
が
約
三

O
Tあ
り
、

そ
の
丁
付
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

一
l
l
u
m
、
二

l
M
お
、
一
ニ

l
3
t
6
9
m
、
四

l
l
t
4
お
お
、

五
l
m
m
、
七

1
5
6
、
九
l
m
却
、
一
二

l
n
t
M
、
一
四

l
幻

お
。
文
集
ニ

l
M
t
m
m
。

本
修
本
の
補
刻
の
時
期
は
宇
様
か
ら
見
て
清
後
期
と
推
定
し
た
。
又
、

本
映
は
李
太
白
詩
の
前
記
李
W
の
東
洋
文
庫
蔵
本
と
同
じ
函
架
番
号
を
附

し
て
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
本
映
も
李
町
と
同
様
、
雲
林
五
雲
堂
蔵
版
本
と

推
定
さ
れ
る
。

間
覆
万
暦
刊
本
(
第
二
種
)

李
分
類
補
註
李
太
白
詩
二
五
巻
唐
翰
林
李
太
白
年
譜
一
巻
唐
李

白
撰
宋
楊
斉
賢
集
注
元
粛
士
費
補
注
〈
年
譜
)
明
醇
仲
畠
編

明
許
自
昌
校
〔
明
末
〕
刊
覆
明
万
暦
三

O
年
序
刊
本

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
〈
大
一

O
冊〉。

首
に
唐
翰
林
李
太
白
詩
序
等
、
唐
翰
林
李
太
白
年
譜
、
分
類
補
註
李
太

白
詩
目
録
。
本
文
首
に
「
分
類
補
註
李
太
白
詩
巻
之
一
/
(
糊
九
)
春
陵
楊
斉

賢
子
見
集
註
/
(
糊
九
)
章
貢
粛
士
費
粋
可
補
註
/
(
細
入
)
明
長
洲
許
自
昌
玄

祐
甫
校
」
と
題
し
、
次
行
よ
り
本
文
に
入
る
。
左
右
双
辺
っ
こ
・
五
×

一
三
・
八
刊
ン
)
有
界
、
毎
半
葉
九
行
、
行
ニ

O
字
、
注
小
字
双
行
。
版
心

白
口
単
黒
魚
尾
、
中
縫
に
「
李
詩
補
註
巻
幾

(
T付
)
」
。
本
軟
に
は
合

刻
李
杜
詩
集
序
・
刻
李
杜
全
集
小
引
が
共
に
な
い
。
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本
版
は
前
記
覆
刻
本
第
一
種
の
李
太
白
詩
に
比
し
、
宇
様
が
よ
り
不
整

で
あ
る
l

本
版
に
対
応
す
る
杜
工
部
詩
集
は
未
発
見
で
あ
る
。
更
に
、
以
下
に
記

す
凶
、
聞
の
覆
刻
本
も
現
在
の
と
こ
ろ
そ
れ
ぞ
れ
李
白
或
は
杜
甫
の
い
ず

れ
か
の
版
本
じ
か
発
見
し
て
い
な
い
。
な
お
、
本
版
に
関
連
し
で
、
和
刻

本
の
項
参
照
。

凶
覆
万
暦
刊
本
(
第
三
種
)

杜
I

集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
ニ

O
巻
文
集
ニ
巻
唐
杜
甫
撰
元
高

↑
合
一
楚
芳
編
明
許
自
回
目
校
〔
明
末
〕
刊
覆
〔
明
万
暦
三

O
年
序
〕

刊
本

内
閣
文
庫
蔵
(
大
六
冊
)
・
静
嘉
堂
文
庫
蔵
ハ
大
一

O
冊
・
大
六
冊
〉
・

東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
(
大
一
三
冊
)
。

首
に
杜
工
部
詩
史
旧
集
序
、
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
目
録
、
集
千
家
註

杜
工
部
文
集
目
録
。
本
文
首
に
「
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
巻
之
一
/
(
糊
入
)

明
長
洲
許
自
昌
玄
祐
甫
校
」
と
題
し
、
次
行
よ
り
本
文
に
入
る
。
四
周
単

辺
合
ご
・
五
×
一
三
・
八
円
ン
)
有
界
、
時
に
左
右
双
辺
を
混
じ
え
、
毎
半

葉
九
行
、
行
ニ

O
字
、
注
小
字
双
行
。
版
心
白
口
単
黒
魚
尾
、
中
縫
に

「
社
詩
集
註
巻
幾
(
丁
付
)
」
。
時
に
大
小
字
数
を
付
刻
す
る
。

本
覆
刻
本
は
覆
刻
本
第
一
種
の
杜
工
部
詩
集
に
比
し
、
宇
様
が
明
ら
か

に
拙
劣
で
、
彫
版
が
拙
速
の
中
に
成
っ
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。

杜
E

又

〔

清

中

期

〕

修

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
蔵
(
大
一

O
冊
)
。
本
軟
は
文
集
ニ
巻
が

肖
ι

崎、。

J
ん
、
し

v
-

首
に
社
工
部
詩
史
旧
集
序
等
、
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
目
録
を
付
し
、

文
集
目
録
は
な
い
J

本
版
は
印
面
が
漫
穂
甚
だ
し
く
、
補
刻
葉
も
多
く
見
ら
れ
る
。

問
覆
万
暦
刊
本
(
第
四
種
)

杜
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
ニ

O
巻
文
集
二
巻
唐
杜
甫
撰
元
高

楚
芳
編
明
許
自
昌
校
〔
明
末
〕
刊
覆
〔
明
万
暦
三

O
年
序
〕

刊

本

.

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
ハ
大
八
冊
〉
。

首
に
杜
工
部
詩
史
旧
集
序
等
、
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
目
録
、
集
千
家

註
杜
工
部
文
集
目
録
。
本
文
首
に
「
集
千
家
註
杜
工
部
詩
集
巻
之
一
/

(
糊
八
)
明
長
洲
許
自
昌
玄
祐
甫
校
」
と
題
し
、
次
行
よ
り
本
文
に
入
る
。

四
周
単
辺
合
二
・
玉
×
一
一
ニ
・
九
サ
)
有
界
、
時
に
左
右
双
辺
を
混
じ
え
、

毎
半
葉
九
行
、
行
ニ

O
字
、
注
小
字
双
行
。
版
心
白
口
単
黒
魚
尾
、
中
縫

に
「
杜
詩
集
註
巻
幾
(
丁
付
)
」
。

本
版
は
前
記
凶
の
覆
刻
本
の
杜
工
部
詩
集
に
宇
様
が
類
似
す
る
が
、
よ

り
生
硬
な
印
象
を
与
え
る
。

附
和
刻
本
‘
覆
〔
明
末
〕
刊
本

李
分
類
補
註
李
太
白
詩
二
五
巻
唐
翰
林
李
太
自
年
譜
一
巻
唐
李

自
撰
宋
楊
斉
賢
集
注
元
粛
士
費
補
注
・
ハ
年
譜
)
明
醇
仲
畠
編

明
許
自
昌
校
山
脇
〔
道
円
〕
(
重
顕
)
校
点
延
宝
七
年
刊
覆

〔
明
末
〕
刊
本

内
閣
文
庫
蔵
(
大
二
冊
・
大
二
冊
)
・
東
洋
文
庫
蔵
(
大
一
二
冊
)
・

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
(
大
ニ

O
冊
・
大
一
二
冊
)
・
静
嘉
堂
文
庫
蔵
(
大
二

O

冊
)
・
東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
(
大
一
一
一
冊
)
・
慶
慮
義
塾
図
書
館
蔵

(
大
一
九
冊
)
・
同
蔵
(
炊
4
4
L
・
同
蔵
{
ヰ
棚
巻
)
・
斯
道
文
庫
蔵
(
大
一
一
一
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冊
)
・
早
稲
田
大
学
附
属
図
書
館
蔵
(
大
一
二
冊
)
。

首
に
序
例
、
唐
翰
林
李
太
白
詩
序
等
、
唐
翰
林
李
太
白
年
譜
、
分
類
補

註
李
太
白
詩
目
録
。
本
文
首
に
「
分
類
補
註
李
太
白
詩
巻
之
一
/
(
糊
九
)
春

陵
楊
斉
賢
子
見
集
註
/
(
糊
九
)
章
貢
粛
士
費
粋
可
補
註
/
(
糊
入
)
明
長
洲
許

自
昌
玄
祐
甫
校
」
と
題
し
、
次
行
よ
り
本
文
に
入
る
。
四
周
単
辺
っ
こ
・

四
×
二
ニ
・
九
日
ン
〉
無
界
、
毎
半
葉
九
行
、
行
ニ

O
字
、
注
小
字
双
行
。

返
り
点
・
送
り
が
な
・
縦
点
付
刻
。
版
心
白
口
単
黒
魚
尾
、
中
縫
に
「
李

詩
補
註
巻
幾
(
丁
付
〉
」
。
巻
二
五
末
葉
表
の
本
文
の
後
に
「
山
脇
重
顕

校
点
」
、
末
葉
裏
に
「
延
宝
七
紀
歳
三
月
吉
辰
棚
」
と
刊
記
を
刻
す
。

本
版
は
許
自
昌
校
の
李
太
白
詩
を
覆
刻
し
た
(
序
例
だ
け
は
覆
刻
で
は

な
い
〉
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
原
刻
本
そ
の
も
の
の
覆
刻
で
は
な

く
、
匡
郭
の
大
き
さ
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
、
お
よ
び
宇
様
の
特
徴
が
酷

似
す
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、
前
記
の
削
覆
万
暦
刊
本
(
第
二
種
)
の
覆
刻

で
あ
ろ
う
と
思
う
。

李
太
白
詩
と
対
に
な
る
杜
工
部
詩
集
は
遂
に
覆
刻
さ
れ
な
か
っ
た
。
杜

甫
の
全
集
本
と
し
て
は
延
宝
七
(
一
六
七
九
)
年
以
前
、
既
に
明
暦
二

三
六
五
六
)
年
の
践
を
付
し
た
『
刻
杜
少
陵
先
生
詩
分
類
集
註
』
二
三
巻

首
一
巻
(
明
部
宝
撰
過
棟
参
築
鵜
飼
〔
石
斎
〕
点
)
が
明
万
暦
ニ

O

(
一
五
九
二
)
年
刊
本
を
覆
刻
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
た
。

註
(
1
〉
『
糊
中
国
訪
書
志
』
二
ニ
四

t
玉
頁
。
同
書
で
は
明
嘉
靖
二
五
年
刊

の
原
刻
本
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本
文
巻
首
第
四
行
が
「
(
糊
五
)
大
明
嘉

靖
丙
午
玉
凡
山
人
校
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
修
補
本
と
見
な
し
た
。

(

2

)

な
お
、
『
国
立
中
央
図
書
館
善
本
書
目
増
訂
本
』
に
次
の
よ
う

に
あ
る
。

集
千
家
註
杜
詩
二
十
巻
十
二
冊
唐
社
甫
撰
元
高
楚
芳
編
明
嘉

靖
間
刊
八
行
本

書
名
が
や
や
異
な
る
の
が
気
に
な
る
が
、
も
し
同
版
と
す
る
と
、

や
は
り
文
集
・
附
録
が
共
に
な
い
こ
と
に
何
ら
か
の
意
味
が
あ
る
の

か
も
知
れ
な
い
。

付
記
本
稿
は
、
昭
和
五
三

t
五
五
年
度
ト
ヨ
タ
財
団
の
助
成
に
よ
る

共
同
研
究
「
国
書
並
漢
籍
総
目
録
の
編
纂
ー
そ
の
緒
業
と
し
て
の
部
門

別
目
録
」
の
内
、
筆
者
が
担
当
し
た
集
部
別
集
類
唐
人
別
集
明
清
刊
本

の
調
査
報
告
の
一
部
で
あ
る
。
財
団
お
よ
び
貴
重
な
蔵
書
の
閲
覧
に
便

宜
を
お
計
ら
い
下
さ
っ
た
各
位
の
御
厚
意
に
対
し
、
末
筆
な
が
ら
御
礼

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
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